
広
哩穂轟郷舗（毎月10日発行）

2／10肱234

　　人ロの動き

　2月1日現在
男5，143（＋2）

女5196（＋1）
計10，339（卜3）
世帯数2，348
（）内は前月比較
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讐ウミ，，入閂
　　お年寄りたちが守り続ける伝統のミオウミぐ

　作業。

　　このほど藤沢．高倉のおばあちゃんたちも入門

　しました。一人前になるには、かなり時間もか
　かる模様ですが、お茶を飲み、談笑をしながら

　の作業は、一日がとても早いといいます。
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生
ン

こ
と
し
、
来
年
で

上
野
小
の
屋
体
建
築
を
1／19

・
・
・
・
…
新
年
の
初
議
会
、
第
一
回
の
臨
時
会
が
、
先
月
十
九
日
に
、
開
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し
た
・
・
・
・
…

　
・
・
・
・
…
議
題
は
、
条
例
の
審
議
一
件
、
ほ
か
に
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
二
件
で
、
　
・
…
＝
・

　
　
．
．
．
．
．
．
．
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
会
議
終
了
後
の
全
員
協
議
会
で
・
・
・
・
…

　
　
　
．
．
．
．
．
．
．
は
、
折
か
ら
の
米
生
産
調
整
に
対
す
る
対
処
の
し
か
た
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
・
…
：
・

　
条
例
の
審
議
は
、
〃
町
政
事
務
嘱
託

員
条
例
〃
を
廃
止
し
、
内
容
を
か
え
ず

に
、
〃
町
政
事
務
嘱
託
員
設
置
規
則
〃

に
切
り
か
え
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

今
回
で
五
回
目
、
財
源
難
や
不
況
の
あ

お
り
を
受
け
て
、
緊
急
や
む
を
得
な
い

も
の
に
限
り
補
正
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
追
加
額
も
三
千
五
百

四
十
七
万
円
に
と
ど
め
ら
れ
、
歳
入
は

国
県
補
助
の
ほ
か
、
町
債
、
さ
ら
に
、

予
備
費
の
一
部
を
あ
て
、
歳
入
歳
出
の

一
、
儒
濃
．
鯛
團
㎜
簗
繭
爺
鎌
蒸

　
蘇
き
の
欝
あ
慈
灘
難
媛

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ポ
　
し

　
朋
翻
鷹
趨
載
籔
縢
欝
奮
雛
離

　
　
成
饗
あ
鯵
ん

は
る
纒
磁
思
簗

　
』
学
懲
爆
⑳
理
想
あ
瞬

み
鱗
離
籏
癒
律
し

　
　
き
醗
蟻
鱗
鷺
た
灘

川
繭
織
鞍
覇
れ
ら

二
、
山
ゆ
り
は
白
く
咲
く
と
き

　
　
お
の
ず
が
ら
匂
い
を
放
つ

　
今
臼
に
わ
蘇
ら
は

　
　
い
そ
し
豪
ん

深
め
よ
心

　
　
ま
じ
わ
る
に
誓
い
あ
り

和
し
て
敬
い

　
　
や
さ
じ
く
あ
ら
ん

川
顔
高
校
わ
れ
ら

…
麟

　県立川西高等学校の校歌（詞）ができあがりましたo

　これは、町並ぴに関係者が、かねてから詩人の宮柊二

先生に作詞を依頼していたものですo

　曲は今、作曲家の細谷一郎先生にお願いしており、こ

としの卒業式には完成の見込みです。

均
衡
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

費
の
追
加
が
千
六
百
五
十
万
円
。

　
ま
た
、
こ
の
補
正
の
中
で
、
新
規
の

事
業
と
し
て
、
上
野
小
学
校
の
屋
内
体

育
館
建
築
工
事
が
決
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
建
築
は
、
国
の
景
気
浮
揚
策

を
受
け
て
、
急
き
ょ
施
工
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
、
本
年
度
及
ぴ
来
年

度
の
二
か
年
継
続
事
業
で
す
。

　
本
年
度
は
、
全
体
の
お
よ
そ
二
四
パ

ー
セ
ン
ト
分
の
工
事
量
で
す
。

児童手当の支払い

金融機関でお確かめを

　
今
月
十
日
は
児
童

手
当
（
十
～
一
月
分
）

の
振
込
日
で
す
．

金
融
機
関
で
お
確
か

め
く
だ
い
。

児
童
手
当
は
、
本

人
か
ら
申
し
出
（
該

当
す
る
日
）
の
あ
つ

た
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
、
該
当
し
な
く

な
っ
た
日
の
属
す
る

月
分
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。児
童
手
当
は
、
各

市
町
村
別
の
支
給
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で

受
給
者
が
他
へ
転
出

さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
社
会
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の

前
納
に
つ
い
て

　
　
年
金
か
ら
お
知
ら
せ

・
ふ
・
く
・
し

ん
・
　
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

堵
　
国
民
年
金

ん
●
　
　
春
は
、
卒
業
や
進
学
そ
し
て
就

　
こ
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

転
出
先
で
受
給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
に
つ
い
て
ね
職
、
転
勤
な
ど
と
、
あ
わ
た
だ
し

は
、
多
数
の
方
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
前
納
者
に
つ
い

て
は
、
本
年
も
四
月
に
一
年
分
の
令
書

を
発
行
し
た
い
考
え
で
す
。

　
も
し
、
変
更
し
た
い
方
、
新
た
に
前

納
し
た
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
月

末
日
ま
で
に
役
場
社
会
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
（
有
線
　
三
一
三
二
）

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
一
月
分
】

O
入
手
品
　
立
ち
き
ぬ
、
大
釜
、
七
升

鍋
、
千
刃
ご
き
、
横
ぎ
ね
、
は
た
道
具

そ
は
切
り
庖
丁
。

O
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
高
橋
信
栄

（
赤
谷
）

一
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■
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一
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一
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一
一
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ロ
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一
一
一
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ロ
一
一
一
●
日
0
6
一
圃
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
■
■
臼
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一
一
一
一
一
■
一
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日
一
一
一
一
旧
一
一
一
一
一
一
一
ー
ロ
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■
■
●
ロ
一

“
新
生
産
調
整
”

町
へ
の
割
当
て
は
4
6
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
過
去
八
年
間
続
け
ら
れ
た
米
の
生
産

調
整
、
こ
と
し
か
ら
は
〃
水
田
利
用
再

編
対
策
〃
と
名
称
を
か
え
、
さ
ら
に
強

力
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
へ
割
当
て
ら
れ
た
転
作
面
積

は
、
去
年
よ
り
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
え

て
四
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
は
町
の

水
田
総
面
積
の
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
七
・
八
年
当
時
は
、
土
地

改
良
に
よ
る
通
年
施
行
が
多
く
、
達
成

率
も
三
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
通
年
施
行

も
多
く
の
期
待
が
も
て
ず
、
転
作
作
物

も
適
当
な
も
の
が
見
当
ら
な
い
だ
け
に

こ
の
消
化
は
苦
し
い
も
の
と
な
り
そ
う

で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
町
で
は
昨
年

暮
〃
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
〃

を
設
け
、
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
先
月

末
に
転
作
目
標
面
積
と
限
度
数
量
の
仮

配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
部
落
単
位

と
い
う
こ
と
で
、
農
家
組
合
長
を
通
じ

協
力
方
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去

に
転
作
を
行
っ
て
い
る
場
所
も
含
め
、

部
落
内
で
の
話
合
い
を
重
ね
て
い
た
だ

い
て
、
目
標
面
積
の
完
全
消
化
が
で
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

奨
励
補
助
金
は
…
…

◎
特
定
作
物
（
大
豆
、
ソ
バ
、
麦
、
飼

　
料
作
物
等
）
、
五
万
五
千
円

◎
一
般
作
物
（
レ
ン
コ
ン
、
ク
ワ
イ
、

　
野
さ
い
、
雑
穀
等
）
、
四
万
円

◎
永
年
性
作
物
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
桑

　
果
樹
等
）
、
五
万
五
千
円

◎
管
理
転
作
、
通
年
施
行
、
四
万
円

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
人
は
と
か
く
忙
し
さ
に
追
わ
れ

る
と
、
ふ
だ
ん
気
を
く
ば
っ
て
い

る
大
切
な
こ
と
を
、
う
っ
か
り
忘

れ
て
し
ま
い
、
気
が
つ
い
た
と
き

に
は
も
う
手
お
く
れ
、
と
い
っ
た

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
前
も
っ
て
計
画
的
に
物
ご

と
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
特
に
、
国
民
年
金
は
わ
た
し
た

ち
の
生
活
の
基
礎
と
い
え
る
重
要

な
こ
と
が
ら
で
す
か
ら
、
生
活
事

情
が
変
っ
た
と
き
、
例
え
ば
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
工

場
や
会
社
に
勤
め
た
と
き
は
、

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
喪
失

届
」
を
、
逆
に
工
場
や
会
社
を
や

め
た
時
に
は
「
国
民
年
金
被
保
険

者
資
格
取
得
届
」
を
、
す
み
や
か

に
役
場
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
と
同
様
に
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
手
短
か
な
手
続
き
を
怠
っ

た
ば
か
り
に
、
将
来
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
養
魚
池
、
植
林
（
新
規
の
も
の
で
農

　
地
転
用
を
す
る
こ
と
）
、
四
万
円

（
金
額
は
い
ず
れ
も
十
ア
ー
ル
当
り
の

平
均
で
す
。
）
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す
o
　
ま
た
、
町
県
民
税
に
つ
い
て
の
申
告

相
談
は
昨
年
と
同
様
に
行
い
ま
す
が
、

細
か
な
日
程
は
、
後
日
嘱
託
員
を
通
じ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
と
し
も
ま
た
所
得
税
の
確
定
申
告
　
『
・
：
：
・
・
：
；
ー
：
・
：
：
；
：
：
・
：
・
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

書
及
ぴ
、
町
県
民
税
の
申
告
婁
雷
…
　
、
い
の
を
て
皿

し
緊
鰭
饗
剛
難
覧
で
箋
無
蔽

今
月
士
ハ
日
か
ら
来
月
＋
吾
ま
で
縦
ま
縦
場
係
定
に
と

に
・
税
務
署
ま
た
は
町
役
場
に
提
出
し
の
日
の
役
関
固
税
い
｝

耀
響
饗
藻
麟
羅
　
甑
露
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
前
産
か
の
無
会
い
だ
…

鞠
驕
韓
締
繍
瀧
5
騨
編
㎜
談
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
3
ま
閲
　
確
ご
。

申告の時期

／こな’ノました

、

一
〇
1
9
0
・
．
・
9
0
●
．
9
0
■
・
．
I
o
o
・
・
．
o
・
…
9
9
0
0
』

　
生
命
保
険
料
、
医
療
費
の
支
払
い
明

細
書
．
そ
の
他
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
資
料

を
そ
ろ
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
経
費
が

　
　
　
　
雑
損
控
除
に

　
家
屋
の
除
雪
経
費
が
、
所
得
税
・
町

民
税
の
申
告
の
際
雑
損
控
除
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
除
雪
経
費
の
範
囲
は
、
屋
根
の
雪
お

ろ
し
、
家
屋
外
周
の
取
除
き
、
こ
れ
に

関
連
す
る
雪
捨
て
費
用
な
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、
生
活
に
通
常
必
要
で
な
い

家
屋
及
ぴ
事
業
用
の
家
屋
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
と
は
、
雇
人

費
な
ど
を
念
願
に
お
い
た
も
の
で
、
自

家
労
力
分
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
雑
損
控
除
は
、
災
害
ま
た
は
盗
難
な

ど
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
適
用

さ
れ
る
も
の
で
、
所
得
の
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
控
除
さ

れ
ま
す
。

箸穏

ミを1

あ
り
が
と
・
り

歳
末
募
金
は

一

　
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
進
め
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
成

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
の
お
か
げ
で
、
達
成

率
は
一
〇
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
募
金

総
額
は
五
十
三
万
八
千
八
百
五
円
に
及

ぴ
ま
し
た
。

　
こ
の
配
分
は
、
県
共
同
募
金
会
に
十

八
万
四
千
円
、
残
る
三
十
五
万
四
千
八

百
五
円
は
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

五
十
三
年
度
会
計
へ
入
れ
ら
れ
る
予
定

で
す
。

　
一
方
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

は
、
一
二
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成

率
で
し
た
。
目
標
額
五
十
万
円
に
対
し

六
十
二
万
三
千
七
百
三
十
八
円
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
あ
た
た
か
い
お
金
を
も
と
に
、

町
で
は
生
活
保
護
世
帯
や
ね
た
き
り
老

人
、
身
体
障
害
者
、
長
期
入
院
患
者
な

ど
二
百
五
十
二
件
の
人
た
ち
に
、
平
均

二
千
円
ず
つ
の
配
分
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
残
額
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

へ
繰
り
越
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
、
歳
末
た
す
け
あ
い
の
両

二
四
％
の
成
果

募
金
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
に
三
件

山
野
田
の
北
村
日
出
太
さ
ん
か
ら
、

亡
く
な
ら
れ
た
父
辰
三
さ
ん
に
寄
せ
ら

れ
た
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝

の
意
を
こ
め
て
十
万
円
を
。

　
岩
瀬
の
小
川
益
栄
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
増
太
郎
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
五
万
円
を
。

　
仁
田
の
春
日
昇
さ
ん
か
ら
、
亡
く
な

ら
れ
た
父
健
一
郎
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

を
こ
め
て
二
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会

福
祉
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
陸
運
事
務
所

　
　
　
　
　
長
岡
へ
支
所
を
開
設

　
新
潟
県
陸
運
事
務
所
で
は
、
左
記
に

よ
り
長
岡
支
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
県
内
の
自
動
車
数
の
増
加
に

対
処
す
る
た
め
、
従
来
、
長
岡
に
所
在

し
て
い
た
車
両
第
二
課
（
長
岡
検
査
所

）
を
、
長
岡
支
所
に
改
め
、
主
に
、
上

越
、
中
越
地
区
に
所
在
す
る
自
動
車
に

つ
い
て
、
従
来
の
検
査
業
務
の
ほ
か
に

登
録
業
務
も
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

　
従
つ
て
今
後
は
、
川
西
町
に
所
在
す

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
長
岡
支
所
で

登
録
申
請
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
自
動
車
税
事
務
所
も
、
同

時
に
長
岡
支
所
を
開
設
し
、
自
動
車
税

及
ぴ
自
動
車
取
得
税
の
申
告
書
の
受
付

け
等
の
業
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

※
業
務
開
始
日

　
五
十
三
年
二
月
二
十
日

※
場
所

○
陸
運
事
務
所

　
　
長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川
二
六
四

　
　
三
番
地
一
、
電
話
（
〇
二
五
八
）

　
　
二
二
ー
一
一
三
一
（
代
表
）

　
O
自
動
車
税
事
務
所

　
　
長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川
（
長
岡

　
　
自
動
車
会
館
内
）
、
電
話
（
〇
二

　
　
五
八
）
二
二
－
一
一
三
四

≡
≡
≡
＝
ム
干
手
・
上
野
地
区
の
水
道
6
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
＝
…
≡
…
≡
＝
＝
一
…
≡

と
き
ど
き
の
濁
り

し
ば
ら
く
が
ま
ん
を
〃

　
千
手
・
上
野
地
区
の
上
水
道
を
利
用

の
皆
さ
ん
か
ら
、
と
き
ど
き
水
が
濁
る

と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め

千
手
・
上
野
両
地
区
の
水
源
を
連
結
し

て
給
水
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
水
の
使

用
量
に
よ
り
流
れ
が
変
化
す
る
と
き
に

起
こ
る
現
象
で
す
。

　
例
え
ば
、
上
野
の
水
源
が
不
足
き
み

に
な
る
と
、
機
械
の
作
動
で
千
手
か
ら

給
水
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
水
が

逆
流
す
る
よ
う
な
形
に
な
る
も
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
濁
り
を
解
消
す
る
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
年
度
に
は
、
上
野
地
区
を
主
体
に

施
設
の
大
幅
な
改
善
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
と
き
に
は
解
消
す
る
見

込
み
で
す
。
い
ま
し
ば
ら
く
、
し
ん
ぼ

う
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

☆
成
人
式
の

　
　
　
　
ご
案
内
☆

　
五
十
三
年
度
の
成
人
式
を
、
次

に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

X
日
　
時

　
　
五
月
三
日
（
憲
法
記
念
日
）

　
　
午
前
九
時
か
ら

X
会
　
場

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

X
該
当
者

　
イ
三
十
二
年
四
月
二
日
～
三
十

　
　
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
出
生

　
　
者
で
、
こ
と
し
四
月
一
日
現

　
　
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
る
人

　
ロ
四
十
八
年
三
月
十
五
日
に
、

　
　
川
西
・
仙
田
・
白
倉
の
三
中

　
　
学
校
を
卒
業
し
た
人
。

　
ハ
前
記
イ
・
ロ
の
年
代
の
人
で

　
　
特
殊
学
校
な
ど
を
卒
業
し
た

　
　
人
も
忘
れ
ず
に
。

バドミントン大会

　　　　　　　　　のお知らせ

　初の試みである町民バトミントン大会
を、下記により開催しますo
　とかく、運動不足になりがちな季節、
美容と健康のためにあなたもどうぞ！7
　とき2月26日（日）
　　　　　午前は初心者講習会の予定
　ところ　川西中体育館
　　　　　中学・高校生・お母さんが対象でする
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地
域
集
団
電
話
か
ら
　
2

　
　
　
　
10
番
・
19
番
す
る
と
き

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

　
先
日
、
津
南
町
で
火
事
が
あ
り
、
「
地

域
集
団
電
話
（
農
集
電
話
）
の
た
め
通

報
が
遅
れ
た
。
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
再
発
を
防
ぐ
た

め
、
地
域
集
団
電
話
を
利
用
す
る
と
き

に
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
地
域
集
団
電
話
は
、
一
本
の
回
線

を
六
～
八
人
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る

ムダでお湯が沸く

間湯沸器の小さな口火も長時

いときは消しましょう01時
そ200キロカロリーの損、5
っぱなしにしたとすると、こ
かん（24）3杯のお湯を沸

た
め
、
そ
の
う
ち
の
ど
な
た
か
が
話
し

中
の
場
合
に
は
、
他
の
人
は
通
話
が
で

き
ま
せ
ん
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
と
き

に
一
一
〇
番
、
一
一
九
番
な
ど
へ
緊
急

通
話
を
し
た
い
と
き
に
は
、
次
の
よ
う

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

①
送
受
話
器
を
持
っ
て
耳
に
あ
て
、
お

話
し
中
（
無
音
で
発
信
音
が
で
な
い
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

石
ユ
チ
〉
－
し
キ
v

　　　9

　　、

　　葛」　，
　　　　　　　♂

’冨1　　ン解フ㌧　ノ

　ノ

　’

塑
認
　一
繭溝
　窓葡
　無へ
漣鍛

・麟叡㌧

臼紙

£
、
燭
軸
・
畷
鰍
　
ザ
難
｛
　
鈎
　
0 7

甑藁畷一一・

　　犠樫
　　　難

　　　　”鑑影　甲寒　・

　　　　．酸
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　　夢縄郭
　　磯篇・
　　　誌購
　　　　飛，
牌5、讐饗饗

　　　■嘘
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②
電
話
機
の
下
部
に
あ
る
緊
急
ボ
タ
ン

（
白
）
を
押
し
た
ま
ま
、

③
送
受
話
器
を
と
お
し
て
、
通
話
中
の

か
た
に
「
火
事
（
ど
ろ
ぼ
う
・
急
病
人

な
ど
）
で
、
緊
急
通
話
を
し
た
い
の
で

お
話
し
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
告

げ
る
。
　
（
こ
の
と
き
通
話
中
の
か
た
の

声
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
の
声

は
通
話
中
の
か
た
に
聞
こ
え
ま
す
。
）

④
い
つ
た
ん
、
送
受
話
器
を
電
話
機
に

置
く
。

⑤
再
ぴ
送
受
話
器
を
上
げ
て
、
ッ
ー
と

い
う
発
信
音
を
確
か
め
て
か
ら
O
l
一

一
〇
、
ま
た
は
O
l
一
一
九
と
ダ
イ
ヤ

ル
し
ま
す
。

働
き
な
が
ら

高
校
教
育
を

　
働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い

と
い
う
方
、
通
信
制
課
程
の
生
徒
を
次

に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
中
学
卒
業
も
し
く
は
、
本
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
人
。

▽
授
業
料
等

　
教
科
書
、
学
習
書
無
償
配
布
、
授
業

料
不
要

▽
願
書
提
出

　
二
月
二
十
一
日
～
四
月
十
日

▽
募
集
し
て
い
る
学
校

　
新
潟
高
等
学
校
、
　
（
新
潟
市
関
屋
下

川
原
町
六
三
五
）

　
高
田
南
城
高
等
学
校
、
　
（
上
越
市
南

城
町
三
丁
目
）

▽
出
願
手
続
き

　
出
身
の
中
学
校
ま
で
9

▽
そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
県
教
育
庁
高
等
学
校
教

育
課
（
新
潟
市
一
番
堀
通
町
）
ま
で
。

農
業
共
済
シ
リ
ー
ズ

）
　　　ロ火のヱ

　　　　ガス瞬間
　　　間使わない
　　　間でおよそ
　　　時間つけっ
　　　れで、やか
　　　かすことが
　　　できますo

　　　〃
・好き

を長もちさせるた

鵠
8
ロ

◎・◎』

o

プ
0
2
凄
》
し
キ
ベ

最
終
回

共
済
事
業
の
か
け
橋

　
　
　
　
．
．
．
．
…
連
絡
員
の
任
務
…

ストープまきれい好き／

　熱効率をあげ、器具を長もちさせるた
め手入れを忘れずに！7
・反射型ストーブは反射板をみがくと、
　熱効率が10～20％もちがう。
・しんがそろっているか、空気孔にホコ
　リがつまっていないかを点検し、スス
　は早めに取り除くo

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
と
お
し
て
、
農
業

共
済
事
業
が
引
受
け
に
始
ま
っ
て
、
損

害
防
止
事
業
、
そ
し
て
、
損
害
評
価
に

い
た
る
三
つ
の
柱
に
よ
つ
て
な
り
た
つ

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
、
こ
の
事
業
の
か
け
橋
と
し

て
、
ご
足
労
願
っ
て
い
る
共
済
連
絡
員

（
損
害
評
価
員
兼
務
）
の
任
期
が
、
三

月
末
日
と
な
つ
て
、
新
年
度
か
ら
は
次

の
三
か
年
の
任
期
が
始
ま
り
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
し
て
、
共
済

連
絡
員
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
、
そ
の
任
務
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今

後
と
も
こ
の
方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

何
よ
り
も

　
公
正
な
評
価
が

　
　
　
　
㌔
．
1
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
五

　
　
●
　
　
　
、
￥
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
平
方
メ
ー

　
　
リ
ロ

　
　
リ
　
・
、
：

　
　
　
　
．
σ
。
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
の
屋
根

　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
五
＋
セ
ン

チ
の
雪
が
積
も
っ
た
と
す
る
と
、
重
さ

は
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
と
思

い
ま
す
か
。

　
お
よ
そ
七
・
五
ト
ン
に
な
る
の
で
す

す
も
う
の
高
見
山
ク
ラ
ス
の
人
四
十
人

が
、
一
度
に
屋
根
に
の
っ
か
っ
た
の
と

　
公
正
な
損
害
評
価
は
、
適
正
な
申
告

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

馨
躰
弗
争
　
　
雪
の
重
さ

　
　
・
二
訴

　
水
稲
の
損
害
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
稲
姿
に
よ
っ
て
、
収
量
を
正
し
く

は
握
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
そ
の

原
因
を
確
か
め
た
う
え
で
、
減
収
量
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
う
え
、
常
に
部
落
全
体
の
作
況

を
は
握
し
、
何
よ
り
も
公
正
な
評
価
が

望
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。共

済
の
推
進
は

　
信
頼
か
ら

　
農
業
共
済
事
業
の
も
う
一
つ
の
柱
に

建
物
共
済
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
共
済
は
、
現
在
六
十
億
円
の
加

入
総
額
で
す
。
こ
れ
は
一
戸
平
均
約
三

百
五
十
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
農
協
の
建
更
そ
の
他
を
加

え
て
も
、
こ
の
補
償
額
は
、
再
建
築
価

額
の
半
分
に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
事
故
を
考
え
る
と
、

一
m
・
］
坪
が
約

同
じ
で
す
。

一
日
も

一
t
に

　
雪
と
い
う
の
は
本
当
に
重
い
も
の
で

す
ね
。

　
積
り
た
て
の
雪
と
い
う
の
は
、
ま
だ

ふ
ん
わ
り
と
軽
く
、
比
重
は
（
水
を
一

と
し
て
）
○
・
一
ぐ
ら
い
で
す
。

　
つ
ま
り
、
十
ミ
リ
の
雨
が
雪
に
な
っ

た
と
す
る
と
、
積
雪
十
セ
ン
チ
の
重
さ

と
同
じ
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
降
り
積
も
っ
た
雪
は
、

早
く
全
額
補
償
に
引
上
げ
る
よ
う
、
連

絡
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
努
力
願
っ
て
い

ま
す
。

　
建
物
共
済
の
推
進
は
、
内
容
的
に
保

険
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
変
り
が
な
い
よ

う
で
す
が
、
報
酬
を
得
る
こ
と
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
よ
り
も
、

信
頼
が
第
一
か
と
思
い
ま
す
。

自
信
と
対
話
を

　
深
め
な
が
ら

　
共
済
連
絡
員
は
、
建
物
共
済
の
推
進

損
害
評
価
と
い
う
形
で
、
直
接
農
家
の

財
産
を
守
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
よ

く
て
あ
た
り
ま
え
と
い
う
、
極
め
て
つ

ら
い
役
目
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
共
済
で
は
、
研
修

会
を
開
い
て
制
度
の
理
解
と
、
技
術
的

な
自
信
を
高
め
る
一
方
、
と
も
に
旅
行

を
楽
し
み
な
が
ら
、
対
話
を
深
め
、
事

業
推
進
に
必
要
な
人
間
関
係
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
熱
意
と
信
頼
の
あ
る
共

済
連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
農
業

共
済
事
業
が
農
家
経
営
の
安
定
と
、
農

業
振
興
に
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ

ば
幸
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
番
界
弊
韓
弗
界
界
撫
撫
魯
番
撫

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
し
ま
っ
て
重
く
な

り
、
比
重
は
O
・
三
か
ら
O
・
四
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
。

　
平
均
を
○
・
三
と
す
る
と
、
積
雪
十

セ
ン
チ
で
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
三

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
メ
ー
ト
ル
で
三
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
こ
れ
が
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
の
屋
根
な
ら
十
五
ト
ン
と
い
う
重

さ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
雪
お
ろ
し

は
大
切
な
仕
事
で
す
ね
。
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〃
米
寿
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
〃

灘
購
繋

　そろって米寿を迎える相崎さんご夫妻、お二
人ともまだまだ元気で、百歳も、それ以上も長
生きしたいと顔をほころばせていましたo

米寿のお祝い、ことしは16人

　
こ
と
し
も
八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
を
町
長
が
訪
問
し
、
記
念
の
座
ぶ

と
ん
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
の
は
．
明
治

二
十
四
年
生
ま
れ
の
、
次
に
紹
介
す
る

十
六
人
の
方
々
、
こ
の
中
に
は
、
下
平

新
田
の
相
崎
軍
平
さ
ん
、
マ
チ
さ
ん
ご

夫
妻
が
、
と
も
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る

と
い
う
、
う
ら
や
ま
し
い
ご
家
庭
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
0
内
は
世
帯
主
、
敬
称
略

斉登小小星増羽中丸須相相門星南田
木坂川林名田鳥村山藤崎崎脇名雲辺

ト
ハ
（
博
文
）

庄
平
（
国
平
）

ミ
ヨ
（
義
一
）

ク
ニ
（
道
弘
）

軍
平
（
甚
平
）

マ
チ
（
甚
平
）

房
野
（
茂
一
）

セ
ツ
（
仁
吉
）

ソ
モ
（
量
作
）

磯
太
（
貞
雄
）

ッ
ネ
（
壮
吉
）

ワ
カ
（
サ
ト
）

コ
イ
（
定
二
）

富
治
（
東
平
）

ヨ
子
（
ヨ
子
）

サ
ト
（
真
平
）

小岩赤中田室木大下仁〃下伊高木神
　　　仙　　　　白　　　　平　 原　 社
脇瀬谷田戸島落倉原田　新友田島町
　　　　　　　　　　　田

｝
●
…
一
一
一
3
8
8
…
一
一
…
。
」
曼
。
一
一
…
。
8
■
隻
…
一
働
一
3
已
覧
一
3
3
一
…
竜
8
一
一
。
．
。
…
書
8
4
…
…
…
∂
●
呂
一
一
一
…
。
『
巳
⇔
一
。
…
3
。
i
込
…
3
。
…
覧
璽
一
〇
・
。
一
3
一
も
”
3
。
…
一
…
8
8
3
一
一
嶋
働
…
鱒
8
璽
一
。
輔
…
一
一
一
8
監
。
…
一
3
一
一
霊

町商工会館がオープン

　　醒
　　雛

　
　
議

　
　
　
夢

き澱

昨
年
九
月
か
ら
建

築
を
進
め
て
い
た

〃
川
西
町
商
工
会
館
〃

が
、
総
合
セ
ン
タ
ー

脇
に
完
成
し
、
先
月

二
十
六
日
に
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
数
三
百
二
十

五
名
を
擁
す
る
こ
の

会
館
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て

一
階
に
は
事
務
室
、

記
帳
指
導
室
、
相
談

室
、
二
階
は
百
二
十

人
収
容
で
き
る
研
修

室
を
配
し
て
い
ま
す
。

老
人
家
庭

　
　
　
奉
仕
員
の
募
集

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
一
名
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
仕
事
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
お
年

寄
り
た
ち
の
話
相
手
に
な
っ
た
り
、
身

の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
中
心
で
す
。

　
年
齢
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。

　
勤
務
内
容
・
採
用
条
件
等
は
、
直
接

役
場
の
社
会
課
へ
（
電
話
八
－
三
一
一

一
・
有
線
二
一
三
二
）
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
し
め
切
り
は
今
月
二
十
日
ま
で
。

南
北
朝
時
代
の
供
養
塔
か
？

　
　
　
　
観
音
様
裏
か
ら
コ
ロ
コ
ロ
と

　
昨
年
十
一
月
の
こ
と
、
と
こ
ろ
は

伊
勢
平
治
の
観
音
様
本
堂
の
裏
手
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
面
々
が
、
稲
荷
様
へ

の
通
路
を
整
備
し
よ
う
と
作
業
に
い

そ
し
ん
で
い
る
と
、
掘
削
機
に
く
ま

れ
た
土
の
中
か
ら
、
妙
な
形
の
石
塊

が
こ
ろ
げ
出
た
。

　
「
ハ
テ
、
キ
ミ
ョ
ゥ
の
ん
が
出
た

ズ
ヤ
ー
、
こ
ら
な
ん
だ
べ
」
、
と
い

う
わ
け
で
、
土
を
落
し
、
み
が
き
を

か
け
て
み
る
と
、
こ
れ
が
な
ん
と
仏

塔
の
一
部
分
、
塔
の
上
部
を
形
ど
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
出
た
場
所
が
場
所
だ
け
に
興
味
も

深
い
、
つ
や
も
な
く
、
部
分
的
に
欠

け
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
も
う
数

百
年
を
土
の
中
で
過
ご
し
た
趣
だ
。

〃
こ
れ
は
貴
重
な
も
の
だ
、
歴
史
を

た
ず
ね
る
重
要
な
資
料
に
な
る
。
〃

と
い
う
わ
け
で
、
台
座
を
つ
く
り
、

大
切
に
管
理
を
し
て
い
る
の
が
、
藤

本
秀
雄
老
連
会
長
。

　
以
下
、
藤
本
さ
ん
か
ら
、
仏
塔
の

い
わ
く
を
解
説
し
て
い
た
だ
こ
う
。

　
〃
そ
の
昔
、
南
北
朝
の
い
く
さ
で

追
い
つ
め
ら
れ
た
南
朝
勢
は
、
こ
の

地
を
終
え
ん
の
場
と
決
め
、
犠
牲
と

な
つ
た
多
く
の
同
胴
の
供
養
を
考
え

た
。
板
碑
、
梵
字
碑
、
仏
塔
な
ど
は

仏
の
供
養
を
物
語
る
も
の
。

　
当
時
、
観
音
様
付
近
は
う
っ
そ
う
と

し
た
林
で
、
ひ
そ
か
に
供
養
を
す
る
に

は
絶
好
の
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
こ
に
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
仏

塔
の
上
部
で
〃
相
輪
（
そ
う
り
ん
）
〃

と
い
う
も
の
だ
と
思
う
。

　
長
徳
寺
に
は
、
町
内
最
古
の
板
碑

が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
発
掘
場
所

は
い
ず
れ
も
同
じ
所
で
、
大
木
の
根

で
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
う
ず
ま
っ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
推
定
す
る
に
、
応
長
元
年
（
一
三

一
一
年
）
の
板
碑
と
同
年
代
の
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
：
山
と
。

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
中
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ

このほかの部分も土
むっているのかも知

　
い
う
な
れ
ば
、
南
北
朝
時
代
の
も

の
だ
と
説
か
れ
る
。

　
さ
て
、
応
長
元
年
と
い
え
ば
、
今

を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
六
六
七
年
、
残

念
な
が
ら
、
当
時
の
模
様
を
知
る
人

は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
話
を
公
民
館
に
持

ち
込
み
、
さ
ら
に
推
定
を
加
え
て
も

ら
っ
た
。
館
長
い
わ
く
、

〃
相
輪
と
い
う
の
は
、
仏
塔
の
最
上

部
に
あ
る
金
属
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

の
総
称
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
今
回

見
つ
か
っ
た
も
の
は
〃
九
輪
（
く
り

ん
）
〃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
仏
塔
を
部
分
別
に
呼
ぴ
わ
け
る
と

最
上
部
が
宝
珠
、
以
下
龍
車
・
木
煙

・
九
輪
・
請
花
・
伏
鉢
・
露
盤
と
い

わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
九
輪
に
相
当
す

る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
く
ら
れ
た
目
的
は
、
供
養
塔
と

い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
ひ

ょ
っ
と
す
る
と
、
お
寺
の
〃
開
山
塔

〃
な
の
か
も
？
、
開
山
塔
な
ら
、
い

よ
い
よ
興
味
深
い
話
だ
が
：
・
：
・
。

　
そ
し
て
、
年
代
は
や
は
り
南
北
朝

の
こ
ろ
と
い
う
の
だ
。

　
全
く
推
定
の
域
を
出
な
い
話
で
恐

縮
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
固
い
石
を

き
よ
う
に
丸
め
、
模
様
を
き
ざ
ん
だ

仏
塔
の
一
部
が
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
姿

を
表
わ
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
仏
塔
の
残
る
部
分
も

ま
だ
地
中
に
ね
む
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
も
い
い
、
観
音
様
近
辺

へ
の
関
心
は
こ
と
さ
ら
と
な
っ
た
。

　
公
民
館
で
は
、
い
つ
か
こ
の
仏
塔

の
一
部
を
鑑
定
に
出
し
た
い
と
い
う
。

　
は
っ
き
り
し
た
結
論
は
、
そ
の
と

き
ま
で
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。



第234号（6）哩愁贈轟潔舗しにわカ》報広昭和53年2月10日

η
雪
害
対
策

本
部
を
設
置

　
思
わ
ぬ
降
雪
の
た
め
、
雪
の
量
は
平

年
（
二
・
六
ニ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
す
。

　
一
日
現
在
、
高
倉
小
学
校
で
は
二
・

六
五
メ
ー
ト
ル
、
役
場
で
は
二
・
ニ
メ

ー
ト
ル
を
記
録
。
　
（
昨
年
の
一
日
は
、

高
倉
小
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
役
場
三
・

二
五
メ
ー
ト
ル
）

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
一
日
の
正
午
に

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
除
雪
ど
き
の
事
故
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交換できます回回回回回回回

書き損じのはがき等

書
き
損
じ
た
り
、

汚
し
た
り
、
誤
つ
て

印
刷
し
た
り
し
た
郵

便
は
が
き
ゃ
ミ
ニ
レ

タ
ー
（
郵
便
書
簡
）

な
ど
は
、
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
料
額
印

面
（
は
が
き
な
ど
の

郵
便
切
手
に
相
当
す

る
部
分
）
を
汚
し
た

り
、
傷
つ
け
た
り
し

○
タ
オ
ル
を
折
っ
て
固
く
ま
る
め
、

獺
翫
繍
魏
搦
漢

O
腕
↓
足
↓
腹
↓
胸
↓
腰
↓
背
の
順
～

。
墾
籍
騨
鍵

　
あ
り
ま
す
の
で
、
悪
感
な
ど
に
注
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

た
も
の
は
、
交
換
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
交
換
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
い
ず
れ
も
一
枚
の
交
換
手
数
料
）

区
　
　
別

手
数
料

通
常
は
が
き

三
円

往
復
は
が
き

六
円

ミ
ニ
レ
タ
ー
（
郵
便
書
簡
）

六
円

外
国
郵
便
用
は
が
き

五
円

工
ロ
グ
ラ
ム
（
航
空
書
簡
）

一
〇
円

　
体
力
づ
く
り
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
皮
膚
の
鍛
練
も
体
力
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
寒
風
に
負
け

　
　
　
　
　
な
い
皮
膚
を
つ
く
り
、

磯難ill。…義，、，，灘欝鰭馨

カ
ゼ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

　
皮
膚
は
体
温
調
節
を

た
く
み
に
ゃ
っ
て
く
れ

カ
ゼ
を

ボ
イ
コ
ツ
ト
し
ま
し
よ
う

嘱
託
員
紹
介
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称

　
　
…
…
…
…
…
②
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〔
千
手
地
区
〕

O
高
原
田
・
小
林
茂
夫

〔
上
野
地
区
〕

○
上
野
・
星
名
治
郎
作
、
O
元
町
・
押

木
増
雄
、
O
下
平
新
田
・
上
村
繁
雄

〔
橘
地
区
〕

O
寺
ケ
崎
・
藤
巻
敏
志
、
O
仁
田
・
秦

野
巳
甥
、
o
野
口
．
星
野
政
幸
、
o
原

田
・
根
津
健
治
郎
、
O
根
深
・
丸
山
久

一
郎

…
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
、
：
：
・
。
，
，
・
：
・
：
：
，
・
：
・
：
：
－
：
。
－
：
・
－

る
も
の
、
こ
の
体
温
調

節
能
力
が
強
ま
る
と
、

自
律
神
経
の
働
き
も
活

発
に
な
り
、
自
然
の
う

ち
に
体
力
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。

皮
膚
鍛
練
に
乾
布
摩

擦
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
効
果
は
二
週
間
く

ら
い
で
出
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
意
し
、
徐
々
に
慣
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
る
べ
く
、
暖
い
日
か
ら
は
じ
め

　
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
入
浴
は
ぬ
る
湯
を
お
勧
め
し
ま
す

　
ま
た
湯
あ
が
り
に
冷
水
で
し
ぼ
つ

　
た
タ
オ
ル
で
か
ら
だ
を
ふ
き
ま
し

　
ょ
う
。

O
皮
膚
鍛
練
に
も
う
一
つ
〃
ウ
ガ
イ

　
〃
を
手
ま
め
に
ゃ
れ
ば
、
カ
ゼ
を

　
門
前
ば
ら
い
す
る
こ
と
う
け
あ
い

で
す
。

脇
年
農
業
賃
金

　
鯛
月
か
鄭
簿
の
農
業
賃
金
が
、
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よ
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　　　53年交通安全年間スローガン
ー一運転者向け一事故を呼ぶ酒が疲労がスビードが

一歩行者向け一横断は見るくせ待つくせ止るくせ

一子ども向け一あぶないよわきみ無灯火2人乗り

　先月号のこの欄でおわかりのように、52年中の交通
事故は、件数にして22件、傷者26人、死者2名を数え
ましたo

　件数、傷者などは、51年より減少していますが、死
者は51年と同じという悲r｝………”一…｝『噛－“『”…”…

しい記録です・　　　　i1月の交通事故発生件数
　また、酒よい、酒気お：
　　　　　　　　　　　ロぴ運転が根絶できないのi　　　　　　　　　　累計
も残念なこと・　　　　i件　　数2（0）　24（26）
＿ことしも・引き続いてi傷　　者2（0）　28（31）
父通事故発生件数を掲載：し、皆さんから注意をしi死　　者0（0）　　2（2）

ていただくことにしましi酒よい0（0）　　2（3）
た。　　　　　i酒気おぴ0（1）　18（25）
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